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今やすべての企業に欠かせないクライアントPCの情報漏えい対策。
『セキュリティPC「FLORA Se210」DoMobileサーバ導入モデル』は、モバイル業務環境やテレワーク環境向けに、
シン・クライアント技術を利用した高セキュリティシステムをワンストップでご提供します。
お客さまは、認証サーバやVPN(Virtual Private Network)といったセキュリティ対策を個別に用意する必要がありません。
いつでも、どこでも自席のPC環境を呼び出して必要な情報を利用できるモバイル業務環境を短期間で実現でき、
ワークスタイルがぐんと広がります。

セキュアで快適なワークスタイル変革

セキュリティPC「FLORA Se210」の導入効果

●社外からオフィスのPCをリモート操作
外出先や自宅から、インターネットやイントラネット経由でオフィスの自席PCをリモート操作できます。普段オフィスで使用している
自席PCの画面情報が、利用者の手元にあるセキュリティPCに表示され、オフィス同様の操作が可能。移動時間の有効活用が
可能なほか、在宅勤務やサテライトオフィス利用など様々なワークスタイルに対応できます。

●モバイルPCからの情報漏えいを抜本的に対策
セキュリティPCはハードディスクを搭載せず、内部に業務ファイルなどの情報をいっさい蓄積しません。さらに、USB認証キーと
その中に搭載する電子証明書で本人認証を行うことで、不正利用者のなりすましを防止。万一装置の盗難や紛失が起きても、
大切な情報の外部漏えいを原理的に防ぐことができます。

●資源の有効活用
利用者を特定する情報はUSB認証キーに保存し、セキュリティPCには個人に依存する部分がないため、1台の装置を複数のメンバー
で共用できます。また、万一セキュリティPCが故障した場合でも、 USB認証キーを他の装置に差し替えるだけで業務再開が可能。
セキュリティPCはハードディスクを搭載しないため、一般のPCに比べ耐振動性・耐衝撃性に優れています。



システム図

システム構成

日立シン・クライアント　セキュリティPC 「FLORA Se210」
FLORA Se210は、ハードディスクレスのためPC本体内の情報蓄積を行わず、PCからの情報漏洩を防止。
また、インタフェースやカードスロットを制御し、FDDや光学ドライブを搭載していないため、リムーバブル
メディアを含む情報の持ち出しを防止します。  

約1kgの軽量ボディ
薄型マグネシウム合金の使用により、約1kg*1の軽量化を実現。
*1 バッテリーパック(SS)搭載、無線LANなしの場合です。

長時間駆動バッテリー
省電力技術の採用で約7.9時間*2の長時間駆動が可能。外出時や出張先でも
余裕で業務が継続できます。
*2 バッテリーパック(L)搭載、指静脈認証装置なしの場合です。

いつでもどこでもテレワーク環境を実現
有線LAN、無線LAN、各種モバイル通信カードなどの豊富なネットワークインタ
フェースで、いつでもどこでもオフィスのPC環境を利用でき、テレワーク環境を
実現します。
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